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「4年に１度のスポーツの祭典、オリンピック」と以前は言っていました。最近はオリ

ンピックの後に必ずパラリンピックを付け加えて言うようになりました。私たちは、障

害を抱える方も健常者と同じように生きられる社会を目指すようになってきています。

一方で長年、福祉施設や精神科病院に入所、入院していた方々を地域社会がどう受け入

れるかは大きな課題です。施設や病院で長年暮らすと、地域コミュニティとの接し方が

分からなくなってしまいます。そのため、社会復帰が可能な状態なのに、病気であると

して精神科に入院させられる方もおられるようです。医学的には在宅での療養ができる

のに、引き取り手がいないなど、日常の世話を担う家族側の事情によって病院で生活し

ている「社会的入院」という言葉もあります。私たちは元々、一人では生きられない存

在なのですから、共同体意識を大切に協力し合って生きたいものです。少しでも自分に

できることから始めましょう。皆がそれぞれに私利私欲ばかりを考えて行動していた

ら、世の中に無数に存在する組織は継続できなくなりますし、奪い合いが横行する殺伐

とした社会になるのではないでしょうか。 

「孫は目に入れても痛くない」という諺がありますが、昔の人は上手い表現をしたもの

と思います。確かに孫の可愛さには神秘的な力さえ感じます。シクラメンが元気一杯に

咲き誇っているのを見ることでエネルギーがもらえます。ご飯が炊きあがったとき、全

体をかき混ぜて酸素を送ってあげると一粒一粒のお米が喜んでいるように感じます。 

人という生物がここまで進化できたのは、人様の役に立ち、人という生物が発展してい

くための行動が、幸福感を感じられるように私たちにプログラミングされているからな

のではないでしょうか。人だけではなく全ての生き物が魂を介した波動でつながってい

るのかもしれません。感謝の気持ちを大切に誠心誠意、精進して生きていきたいと思い

ます。 

 

https://kotobank.jp/word/%E7%99%82%E9%A4%8A-659599

